
部資材課民よび経理資材所において処理 して L 、る。なお， 資材

の調達については， 原則として現在紋のi血};資材部が但当して

L 、 る。

予備品につL 、ては ， 普車問一予備品 と工場予備品の 2 本建てと

な っている。すなわち，新幹線車内の FI 常の保守は，運転所に

おいて定期検査等を行な L 、，以降i筒所は部品交換によって修繕

し， 事全般検査に該当するものについては，浜松工械で検査お

よび修絡を行なうこ ととなって L る。なお ， 車両予備品 11，経

理資材所に常備 してある。

(5) 営業

営業関係業務のうら ， 71J* 来務wこ I)\Jする業務 I、3 よび営業指

令業務は， 角栄g-[)において所推しているが，乗車券阪の割当業

務，団体およ び貸切旅'併の窓、 Iî業務 ， 鉄道公安業務全般，構内

営業，鉄道広;ヰおよ び高架 Fの貸手j けについては，現在線の鉄

道管型}，，)に委託している。たお，駅は鉄道管 J'Il I，，)の JYi属である。

(6) 運転

迷'1江、およ びその保安にWIする訴~111~ii，(らびにその連絡調整お

よひ'列車運行ならひ'に車 Illíjの修繕計幽等の業務は，述転車両部

において所掌しているが，新幹線車附の修紙lよ浜松工場で担当

している。

(7 ) 施 設

施設の保':1・5十前lの策定， i!ii絡・iiI:，j撃 ・ H1:ìF}.，開業後の手直し

その他の改良工事のÆ絡調牧およひI十曲J ， 1\世計等の業務は，施

設部で 1昨年E してし、るが . 'J(務J Yí' 臥匂<; 0)建物の f，*守およ び機械

設備の保守は，現ず! 線に委li[ L ， そのi. lliIlí 業務のみ もf施設部 で

1'i な っている。

(8) Î奄 ~(

従)J ・ 信号 . )虚 { /i全般にわたって，その機能を総合的に検JÆ

し，保守 計附等のデータ管烈を 11'なう検査楽務と総介i'l'Jな検査

に主主づいて技術管理を行なう保全業務l 工 ， 電気部で所掌してレ

るが"孟'R~線路および駅~~; O)屯雌 * 'd_':}J設備の保守等ならびに

'r[)J需給およ じ IIf 担lí.管J'!! iこ |測する ìl、令事務については， 現在線

制，11に委託し てし、 る。 なお， 改良工事守については， 施設と I司じ

て 2ある。

(9) 保 安

巡転 ・ 施設・ 'ili ~正l刻 f，f，.'，Yi務Lt.，ダ IJ 巾 の巡似保"主'につながるも

のであ り ， しカ ‘も判 1 -1 i: I YoIÆI/'i?t: レ ニと 出 ， ç) ， これを総合的には

あ〆寸る保安業務は，保安智雄1宗 cm掌している。

(lO� 現来機関

現業機関 として，経J!j'資材 ，Yi (見UJ~ ・静 J，Y.j ・ 名 I~I 尽 ・ 大阪l.

車掌所(東京 ・ 大阪)， j進転IY1 (見{};': ・ 大阪)，保線所(東京 ・ 静

岡 ・ 名古屋 ・ 大阪)およ L山1正'><t IYi (点以 . ifft 附 ・ 名市民 ・ 大阪)

ヵ:j;，る。

保線Jifrのトに保線支所 ( 1 2) お よ J 機械軌道支所 (6 )が， 電気

所の下に屯気支所(10) およ び従うえd'r ;主支所 (4 )がある。経理資

材所の業務のおもなものは，資金Hi闘の作成，支出の調定，支

払の命令，収納命令，契約の審査，物品の H\納 ・ 保管およ び配

給ならひに地方調達川(地方資材部長が購入するも のを除 く)の

購入等である。なお工i)~その他の契約を審火する契約審査役が

各 l 人ずつ健かれて L 、る 。 車掌所 ・ 迅i転所 ・ (単線所および電気

所の業務のおもなものは， f見千「線の車掌l孟 ・ 運転所 ・ 保線区お

よび屯気l互の業務とほほ!司じである。←」軌道試験JII(新幹線

の)。車体の気密。日íJ~J'l緋防毒!」位。東海道本線(新幹線)。列車

遂行記録装置。列車無線。

参考文献 加藤一郎監修 ;1.[海道新幹線(尚速と安全の科学)。

(嫌lI!:美'/))

とうきょうモ

とうかいどうほんせん 東海道本線 (新幹線) 東海道

本線に並行して東京 ・ 新大阪聞に敷設， 昭和 39 ・ 10 ・ l 開業した

広軌別線の名称。

東äli道本線は， 京浜 ・ 名古屋 ・ 京阪神等の産業経済上妓も重

要な地区を結ぶ重要交通路で，日本の動脈としての使命を果た

してきた。その沿線1 .1: . わが凶産業経済の最も重要な地域をか

かえてお り ，工業生陀額も全凶の70 % を 占める製造工業の巾心

地帯?となっている。したがって交通最は， きわめて大きく，こ

の地紙の輸送を引き受けてレる東海道本線は，年々極々の施設

を地強し，特に昭和31 if には全線電化を完成 して輸送力も 4段

と強化し，狭軌復線鉄道としては1世界段高の能率を発何i してき

たが，その輸送力の士自力L1は輸送量の桶加lに及'iず，輸送のあい

路は年々はなはだしくなっている状泌にあった。その対策とし

て列車の地発，連結両数の別加， 全線電化による速度の向上等

量的にも質的に も最大の努力を払ってきたが，輸送力は全l罰的

に行きづまり， 列車を増発す る余怖はなくな っ てきた。重要幹

線である J.li Öli ill本線が11 き づま っていることは，ひいては全国

鉄の輸送に重大な支障企きたすことであり， ー れはひとり国鉄

のみでなく凶Þ!;経済にと っても重大な問題である。ニこにおい

て東海道本線の抜本的な輸送)Jm強対策として ， も う 1 線を*

4止道本線に並行して新設 r る以外に愉送力増強の道はないとし

て ， 東京 ・ 大阪間に l 線地設を五十副 ， 広車九位線tこよ 1) 1首設され

た線が;1.[尚道本線(新幹線) である。

その運営につレては . JkäïiJ藍本線の輸送)Jj曽強対策としての

趣旨から ， 現在線 とイ!機的な|見l連において総合的に運営するの

が最も合理的であり対~*的てある。この趣旨から新設した線は

東海道本線とは日IJな新，没線路ではな く ，東泌道本線の複々線と

して巡営することが，その目的にも合致することとなる。 この

ようなことから新設線は夜M道本線の俊々線工事 として運繍大

I~~の工及11'認可を受;ナて こL'IH:完成した。したがって開業後の正

式な線路名称(lI{i和 26 . 8 日本嗣 一1;"鉄道公示第 17 \子〉としては東

縦道本線の綴々線である ため，在来の:ikiflf道本線と全く同じ(こ

のような例は他にもある。 {g~一東京付近における中央本線屯車

急行線) である。 しかしながら新設線は高速度の列車運転を行

なうことを H 的としたため ， 地理的 Iこ必ずしも在来線と完全に

並ねしているわけではなく ，また在来線とのÆ絡をはかる等の

ため，新大阪駅 ・ 京Ii伊i浜駅あるいは岐阜羽鳥駅が設fi;t され， 列

車も新しく設計された高速度運転にたえる別の車両によって逆

転されるこ とも あ って，制度的には夜来線 と区月Ij した措置をと

る必要があ づ ， なんらかの~別をしておくニとが利用訴にと っ

ても便利であるので，運営とのJ昔 l在 として新設線を東海道本線、

(新幹線) と 11手ぶ二ととしたもので ， )R海道木線現tE線と区別す

るための通 fír-で ある。 東海道本線(新幹線)は以上のようなこと

から ， 東海道本線の復々線工事として完成したものであるが，

輸送力の岡則的な増強をはかることを目的 とし，こ のため東京 ・

大阪 IHI を 311年聞をも っ て接続するため全線を高架とし，車両 ・

線路その他施，没もすべて新しく設計検討されたうえ作られた も

ので ，現「仁JJi泊施設としては世界段高のものである。(高橋昌保)

とうきょうモノレール 東京モノレール

1 $業おーの概要

名称東京モノレール株式会社， 本社千代田区平河1IlJ .

資本金 25 f.ì1円 ， おもな事業 地方鉄道(跨座式) ・ 自動車運

送事業 ・ 売!市経営， 鉄道従業員 171 人， 保有車両電勤

客車 33，内燃憐関車 2，

沿lF.. 昭和 M ・ 8.7 日本高架電鉄株式会社と して 設立，昭和

36 ・ 12 ・ 26 羽 UI空港 ・ 新僑問 14 ，2km 免狩，昭和 39 ・ 6 ・ 16 現在名

一一- 289 一一一 !II , 


